
　

前
回
は
私
の

こ
れ
ま
で
を
書

い
た
。
次
回
の

執
筆
は
数
年
後

か
？
と
思
っ
て

い
た
ら
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に

要
望
を
頂
い
た
。
◆
渡
利
の
福

島
県
立
医
科
大
学
の
寮
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
医
大
寮
に
は

か
つ
て
の
面
影
は
な
い
…
私
が

六
年
の
時
を
過
ご
し
た
木
造
の

医
大
寮
は
東
日
本
大
震
災
を
機

に
約
七
十
年
続
い
た
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。
学
生
が
運
営
す

る
自
治
寮
。
屋
根
裏
に
は
か
つ

て
学
生
運
動
で
使
用
し
た
で
あ

ろ
う
角
材
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
刈

り
板
印
刷
機
が
散
乱
し
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
が
住
み
着
い
て
い
た
。

全
十
六
部
屋
。
上
級
生
と
の
相

部
屋
で
、
私
も
五
年
時
は
十
二

畳
を
後
輩
三
人
と
共
有
し
た
。

腐
っ
た
畳
の
上
に
ゴ
ザ
が
敷
か

れ
、
塗
り
壁
に
は
穴
が
あ
り
、

冬
の
朝
、
枕
元
に
穴
か
ら
吹
き

込
ん
だ
雪
が
積
も
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
る
。
基
本
ジ
ャ
ー
ジ
で

過
ご
し
、
真
夏
は
ト
ラ
ン
ク
ス

一
丁
。
電
力
の
問
題
で
エ
ア
コ

ン
は
な
く
、
夏
は
扇
風
機
と
一

日
三
回
の
シ
ャ
ワ
ー
で
福
島
の

酷
暑
を
凌
い
だ
。
テ
レ
ビ
の
あ

る
食
堂
に
皆
で
集
い
、
毎
晩
の

よ
う
に
嗜
む
大
五
郎
は
、
グ
ラ

ス
で
な
く
、
お
椀
で
乾
杯
。
す

ぐ
に
手
が
出
る
武
道
派
と
呼
ば

れ
る
輩
が
い
た
り
、
学
年
一
と

名
高
い
イ
ケ
メ
ン
が
い
た
り
、

今
思
う
と
青
春
ド
ラ
マ
が
一
本

作
れ
そ
う
な
く
ら
い
個
性
派
揃

い
だ
っ
た
。
ま
た
、
寮
に
は
伝

統
的
に
続
く
特
殊
な
数
々
の
恒

例
行
事
が
あ
っ
た
。
つ
づ
く

…
？�

（
中
島　

大
）

きらり健康生活協同組合
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⿟ൃߦ人／楿຿理事�� 　֟প　　　ॆ　

⿟ฤ集人／ʮいのちのԌʯฤ集ҕһ会

★組合員数

★出資総額

★一人平均出資額

ੜڠのگݱ

（スマートフォンαイト楿༻）

21,648名
654,913,000円

30,253円����年��݄��೔ࡏݱ

・福島第一原発事故
　東日本大震災・福島第一原子力発電所事故から10年が

経過します。

　これまでの軌跡をたどり、福島の現在、未来、そして

真の復興を考える機会としたいと思います。

＊２月号より数回に渡り震災・原発事故10年の特集記事

を掲載します。

未曽有の大事件。私達の暮らしが一変しました

たくさんの仲間と共に安全・安心の

暮らしと脱原発を訴えました。

これからもこの「想い」を大切に、

一緒に行動しましょう！

全国から本当にたくさんの応援

をいただきました。

子ども保養、義援金、支援物資

等々。

現在も継続的に温かい支援が届

いています。

心より感謝いたします

きらり健康生協でもたくさんの活動（ひまわりプロジェクト）

をすすめました。（組合員訪問、子ども保養、避難者支援、学習会、

放射能測定、食品放射能測定、被ばく健康相談、関連集会への参画、

署名、原発・避難区域視察、募金　等々）

忘れ
ません

！あきらめませ
ん!!

私達に
安全・安

心が戻るまで! !

（1）第436号 ２０２1年₂月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心



11／４ 佐 倉 支 部 班 新聞でエコバッグ作り

11／４ 上松川診療所 メロン・四季桜班 脳トレ

11／５ 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンス

11／５ 森 合 カラオケ班 カラオケ

11／７ 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

11／７ 吾 妻 東 どんぐり班 お家で健康づくり

11／７ 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

11／７ 蓬 萊 パソコン班 パソコンを学ぶ

11／９ 吾 妻 西 スギちゃん班 昼食会

11／９ 笹 谷 よりあい体操班 体操

11／９ 余 目 Ｓ Ｓ Ｗ 班 健診結果

11／10 瀬上第３・瀬上第４Ｂ 合同体操広場班 体操

11／11 吾 妻 東 ミモザの園班 お茶会・時事放談

11／11 信 夫 ひまわり班 ウォーキング

11／11 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう

11／12 森 合 カラオケ班 カラオケ

11／12 吉 井 田 体操広場班 セラバンド体操　他

11／12 せのうえ第１ 体操広場班 体操

11／13 吾 妻 東 男の料理班 調理実習

11／13 川 南 西 ふきのとう班 人生会議

11／14 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

11／14 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

11／14 蓬 萊 パソコン２号店班 ワード・エクセルの使い方

11／16 三 河 台 東 スマイル班 クリスマスカード作り

11／16 保 原 や よ い 班 健診の振り返り

11／18 吾 妻 東 茶 話 会 班 ウォーキング・芋煮会

11／18 第 １ 学 区 瓶 子 班 手洗いチェック

11／19 三 河 台 西 スッキリ班 仲間の筋力アップ・認知症について

11／19 森 合 カラオケ班 カラオケ

11／19 せのうえ第２ Ｐ Ｐ Ｋ 班 血圧について

11／20 鎌 田 かすみ草班 セラバンド体操

11／20 保 原 芳賀更正班 脳トレ

11／20 蓬 萊 きらきら班 パン作り

11／21 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

11／21 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

11／21 蓬 萊 パソコン班 パソコンを学ぶ

11／24 せのうえ健康クリニック つ ば き 班 コロナ禍の災害対応

11／24 信 夫 カトレア班 ゆっくり身体を動かしましょう

11／24 杉 妻 歩こう会“風”班 元気に歩こう

11／25 三 河 台 中 小 富 士 班 認知症のお話

11／25 清 明 チクチク班 干支ぬいぐるみ作成

11／25 吾 妻 西 木村　公班 認知症予防について

11／25 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう

11／26 森 合 カラオケ班 カラオケ

11／26 吉 井 田 体操広場班 セラバンド体操　他

11／26 せのうえ第１ 茶 話 会 班 感染予防

11／27 吾 妻 東 萱 場 班 新型コロナ対策

11／27 川 北 東 支部主催班 セラバンド体操

11／27 瀬上第３・保原 ひめさゆり・やまゆり班 脳トレ・ストレス解消法

11／28 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

11／28 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

11／28 蓬 萊 ス マ ホ 班 スマホの使い方

11／30 余 目 北矢野目合同班 セラバンド体操

班 会 あ れ こ れ ①

住
所
の
変
更
届
出
の
催
告

福
島
市
（
三
河
南
町
）
小
林
キ

チ
、
小
林
ト
ヨ
子
、
松
本
正
史
、

（
野
田
町
）
押
切
照
雄
、
後
藤

み
ど
り
、
坂
本
正
純
、
本
多
美

佐
子
、
鈴
木
正
人
、
鈴
木
洋
平
、

小
笠
原
み
ゆ
き
、
池
田
真
理
、

富
澤
克
美
、
小
出
純
一
、
渡
部

八
郎
、（
森
合
）
安
東
美
知
子
、

亀
岡
達
夫
、
長
尾
和
子
、
北
川

佐
代
子
、（
東
中
央
）
佐
藤
た

ま
江
、
松
本
弘
子
、（
方
木
田
）

安
齊
は
つ
よ
、
村
岡
百
恵
、（
八

木
田
）
小
玉
夏
実
、
菅
野
信
矢
、

渡
辺
秀
雄
、
奈
良
輪
ト
ミ
、（
仁

井
田
）
石
井
輝
雄
、（
八
島
田
）

石
川
か
お
り
、
里
石
律
、
里
石

ミ
ネ
、（
笹
木
野
）
安
斉
育
美
、

近
野
ツ
ヤ
、
佐
藤
麻
衣
、
小
野

久
夫
、
北
野
朝
子
、（
北
中
央
）

古
川
恭
子
、（
下
野
寺
）
三
浦

り
ち
子
、
丹
野
イ
シ
、（
町
庭

坂
）
木
戸
千
恵
、（
在
庭
坂
）

松
本
チ
ヨ
、（
清
明
町
）
鈴
木

俊
子
、（
矢
剣
町
）
日
下
部
瑠

美
、
嶺
井
亜
也
乃
、（
須
川
町
）

澤
田
渉
、（
桜
本
）
軒
名
勝
三
、

（
庄
野
）
亀
岡
高
子
、
高
橋
ミ

イ
、（
佐
倉
下
）
須
田
裕
子
、（
荒

井
）
阿
部
奈
緒
美
、
廣
澤
淳
一
、

（
松
木
町
）
小
檜
山
瑞
生
、（
新

浜
町
）
長
栄
勝
男
、
（
旭
町
）

松
坂
知
紀
、（
松
浪
町
）
山
崎

京
子
、（
春
日
町
）
石
川
敬
子
、

（
入
江
町
）
阿
部
ハ
ル
子
、（
東

浜
町
）
遠
藤
裕
一
、（
森
合
町
）

寺
山
奈
穂
子
、（
大
明
神
）
松

浦
敬
弘
、（
陣
場
町
）
那
須
幸

恵
、（
大
森
）
佐
野
亜
沙
美
、

斎
藤
江
美
、
東
海
林
亮
、
髙
橋

弘
美
、（
下
鳥
渡
）
佐
藤
美
奈

子
、（
太
平
寺
）
今
野
吉
久
、

今
野
静
子
、
廣
田
慧
子
、（
鳥

谷
野
）
幸
田
千
佳
、
山
田
キ
ミ
、

石
井
翔
子
、
丹
治
正
、（
黒
岩
）

平
塚
知
恵
子
、（
郷
野
目
）
高

野
貞
子
、（
蓬
萊
町
）
永
田
由

利
子
、
須
藤
法
幸
、
杉
内
サ
タ
、

川
村
長
子
、
大
波
幸
吉
、
丹
野

文
雄
、
髙
橋
文
雄
、（
渡
利
）

佐
藤
仁
子
、
早
坂
貴
典
、
田
中

　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合
・
定
款
第
十
条
「
み
な
し
自
由

脱
退
」
に
も
と
づ
き
、
居
住
地
が
不
明
の
組
合
員
に
つ
い
て
、

「
自
由
脱
退
」
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

当
医
療
生
協
で
は
、
住
所
不
明
の
組
合
員
に
関
し
て
、
本
日

ま
で
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
転
居
先
等
が
判
明

し
な
い
た
め
、「
住
所
の
変
更
届
出
の
催
告
」
に
つ
い
て
公
告

し
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合

�

理
事
長　

栗　

村　
　
　

知

〔
お
願
い
〕

　

○
個
人
情
報
保
護
の
関
係
上
、
氏
名
の
み
の
記
載
と
し
て
い

ま
す
。

　

○
下
記
の
名
簿
の
中
で
、
お
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、「
医
療

生
協
本
部
☎
〇
二
四
―
五
三
一
―
六
二
六
二
」
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「後ろ足上げ」
の主な効果

ͲΕͲΕʁʮޙΖ଍্͛ʯ΍ͬͯΈͬ΃ʂ

part⑩

　第10回͸ʮޙΖ଍্͛ʯです。ؔވઅのޙΖଆのے೑を஁えると、

ώοϓΞοϓや࢟੎をよ͘するなどのޮՌがظ଴できますよʂ

やͬͯΈ ΃ͬମ ʂૢ

注意点
！

⿠姿椽は棴っ௚ぐ（௚ཱ）！体を榡方に౗したくなりますが、
௚ཱҐをキープ！
⿠྆කをしっかりと৳ばしたままߦいます
　（棴っ௚ぐな姿椽では、࠷େで20 ఔ˃度しか上がりません）
⿠௧みがでたらӡ動を中ࢭしてください

ʲ஁͑るͱ͜Ζʳ

（܈関楴৳ల筋ވ）܈ろଆの筋೑ޙ関楴ވ　
ʲ΍りํʳ

　１ɽҜ子などにつかまり（స౗防ࢭのため）、
棴っ௚ぐཱちます

　２ɽย方の଍をޙろに４ඵかけて（１、２、３、
４、と椩え）上͛て

　３ɽ４ඵかけて（５、６、７、８と椩え）໭します
　４ɽ２と３を10ճ܁り返します
　　˞൓対の଍も同༷にߦいます
ʲճ਺の໨҆なͲʳ１೔に１～３ճఔ度

転
倒
防
止
の
た
め
、
必
ず

何
か
に
つ
か
ま
り
行
い
ま
す

後
ろ
に
真
っ
直
ぐ

４
秒
か
け
て
上
げ
た
ら
、

４
秒
か
け
て
戻
し
ま
す

Εる·ではճ਺にͩ͜ΘΒͣ׳

ɹɹແཧのな͍ように͍ߦ·しΐう

⿠ώップアップޮ果（ཪもも槚せޮ果）　⿠ཱҐ、歩ߦの҆定
⿠ج榴୅ँの޲上˰榥身の中でもେきな筋೑܈を஁えるため
⿠姿椽をよくする˰お৲の筋೑は体װを棴っすぐ支えるಇきがあるため
　～支持ଆ（動かさないଆ）のԼࢶの筋೑と骨も஁えられています～

　出資金は、組合員の健康づくりやまちづく

り活動の発展、各施設や医療機器の充実、通

院バスの運行等の元手になります。これから

も元気にきらり健康生協の活動を続けるため

に、ご理解とご協力をお願いします。

＊�出資の方法：生協本部、地域保健部、各事

業所の窓口で受け付けております。また、

指定金融機関からの口座振替も可能です。

※�出資金は、寄付とは異なり、組合員の皆さ

んの財産です。

　�決められた手続きのもとに減額や脱退をす

ることができます。

増資のご協力を

お願いします!!

啓
一
郎
、（
南
向
台
）
村
上
敏

之
、（
松
川
町
）
藤
岡
喜
美
、

野
田
孝
子
、（
北
沢
又
）
遠
藤

和
宏
、
間
淳
一
、
菊
地
ミ
ツ
イ
、

桐
山
サ
ヨ
、
穴
澤
芳
之
、
戸
内

真
一
、
五
十
嵐
千
恵
、
高
橋
香

織
、
紺
頼
富
美
子
、
志
賀
清
美
、

鴫
原
勇
一
郎
、
多
田
浩
晃
、
丹

治
孝
一
、
本
郷
ま
り
子
、
遊
佐

道
代
、（
南
沢
又
）
佐
藤
サ
エ

子
、
木
村
ウ
メ
、
伊
勢
栄
一
郎
、

佐
久
間
武
志
、
菅
野
キ
チ
、
新

井
さ
つ
子
、
金
成
房
代
、
相
沢

延
子
、
渡
邉
多
美
枝
、（
御
山
）

佐
々
木
裕
子
、
佐
藤
恵
美
、
氏

家
博
子
、
鈴
木
達
郎
、（
泉
）

丑
込
ヨ
ネ
子
、
佐
久
間
た
よ

子
、
小
野
忠
良
、
清
野
ワ
キ
、

渡
邉
光
子
、
片
平
智
子
、
鈴
木

和
司
、（
笹
谷
）
加
藤
真
浩
、

熊
田
翔
、
高
橋
祐
輔
、
佐
々
木

キ
ミ
子
、
小
林
ア
ヤ
、
上
野
義

正
、
石
井
幸
子
、
二
階
堂
禎
子
、

平
春
美
、（
飯
坂
町
湯
野
）
齋

藤
知
美
、
（
飯
坂
町
東
湯
野
）

渡
辺
渉
、（
飯
坂
町
平
野
）
安

達
勝
芳
、
遠
藤
ち
ど
り
、
佐
藤

陽
子
、（
瀬
上
町
）
大
谷
泰
子
、

渡
辺
チ
ヤ
、
馬
場
ミ
ツ
ヲ
、
馬

場
健
雄
、
吉
川
伊
能
、
戸
田
ツ

ル
ノ
、
戸
田
源
三
郎
、
佐
藤
カ

ツ
ヨ
、
大
室
清
、
梅
原
美
紀
、

八
島
俊
介
、
加
藤
富
久
子
、
鹿

野
文
子
、
菅
野
秀
子
、
大
槻
勝

弘
、
佐
々
木
昭
雄
、
佐
々
木
敏

一
、
柴
田
利
夫
、
二
瓶
文
雄
、

（
宮
代
）
伊
藤
ト
キ
、
菅
野
与

志
子
、
大
戸
千
代
子
、
藤
本
香

織
、
髙
橋
菊
代
、（
沖
高
）
瀬

戸
恵
子
、（
南
矢
野
目
）
遠
藤

真
由
美
、
佐
藤
美
香
子
、（
鎌

田
）
賀
川
静
夫
、（
本
内
）
雉

子
波
伸
明
、（
丸
子
）
高
野
静

江
、
佐
藤
と
み
子
、
佐
藤
光
子
、

菅
野
千
秋
、
長
澤
忠
浩
、（
岡

島
）
梅
津
法
男
、
（
飯
野
町
）

三
浦
静
江
、（
伊
達
市
保
原
町
）

大
槻
ツ
ギ
、（
伊
達
市
梁
川
町
）

長
谷
川
祐
一
、（
伊
達
郡
国
見

町
）
佐
久
間
恵
子
、（
相
馬
郡
飯

舘
村
）
佐
藤
益
雄
、
久
保
内
芳

男
、
熊
久
保
文
夫
、（
郡
山
市
）

阿
部
政
子
、
石
井
惇
也
、
西
田

貴
志
、
土
屋
渉
、
村
上
洋
平
、

（
二
本
松
市
）
谷
口
幸
子
、（
本

宮
市
）
加
藤
真
理
子
、（
安
達

郡
大
玉
村
）
武
田
菊
夫
、（
い
わ

き
市
）
武
田
幸
子
、
高
橋
和
由�

�

〔
敬
称
略
〕
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■道の駅「シルクピア」・織物展示館・からりこ館

　敷地は小学校の跡地で、福島市からの玄関口に位置します。絹の伝統文化を伝える

「織物展示館」がまず開館しました。その後、銘品館、駐車場、イベント広場などが徐々

に整備され、全体を「シルクピア」と称し、織物の歴史、伝統技術、生活文化等を紹

介する「織物展示館」、機織り、染色に関する研修や体験学習ができる「からりこ館」、

絹製品や川俣シャモ等の町の特産品を販売する

「かわまた銘品館シルクピア」が平成４年開館し、

平成21年度にオープンした農産物の直売所「ここ

ら」の４つの施設で構成されています。

　全国で20番目の「道の駅」の指定を受け、高齢

者や女性ドライバーが増える中、休憩、地域情報

の発信、地域の連携等をめざし、24時間使えるト

イレと駐車場、休憩所と買い物やイベントを楽し

む場を持つ施設です。

　「織物展示館」は、昭和63年度にオープンし、１階の機織り伝承室では古代からの

織物の変遷を紹介したパネルや数々の手織織機を展示しています。２階の常設展示室

では、家内工業による絹織物から織機導入に伴う工場生産、川俣の織物業の歴史や写

真や文献で詳しく紹介しています。

　「からりこ館」の織物体験実習室では、昔ながらの手織り体験で川俣の歴史に触れ

ることができます。特にコスターの手織り体験が人気で、是非挑戦してみてください。

　「ここら」は農産物直売所で、ＪＡ新ふくしま管内の農産物を販売し、川俣では数々

の良質な農産物を生産しています。このような農産物や加工品を、採れたて作りたて

の内に消費者に提供するため、生産農家の方々が交代で毎日販売しています。

　

ま
も
な
く
、
あ
の
大
震
災
か

ら
丸
十
年
に
な
り
ま
す
。
思
い

出
さ
な
い
わ
け
の
な
い
、
人
生

の
大
事
件
で
し
た
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
も
同
様
の
事
柄
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
飯
塚
は

巨
大
地
震
と
原
発
事
故
の
両
方

を
経
験
し
た
、
福
島
に
住
む
者

と
し
て
広
島
な
ど
全
国
各
地
で

話
を
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
私
も
又
、
そ
う
い
う
場

で
他
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
石
巻
の
さ
を
り

織
り
の
知
人
の
「
津
波
」
の
体

験
談
で
す
。「
道
路
が
川
の
よ
う

に
な
っ
た
な
ァ
と
見
て
い
た
ら
、

織
り
工
房
の
中
に
水
が
入
り
始

め
、
あ
っ
と
い
う
間
に
体
の
半

分
位
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
そ

の
時
、
プ
カ
プ
カ
と
畳
が
流
れ

て
来
て
、
生
徒
さ
ん
二
人
と
一

緒
に
そ
の
畳
に
は
い
あ
が
り
、

そ
の
畳
を
足
が
か
り
に
し
て
押

入
れ
の
天
袋
に
入
り
込
ん
だ
。

運
良
く
、
水
位
の
上
昇
は
天
袋

の
数
セ
ン
チ
下
で
止
ま
っ
た
。

夜
が
近
づ
き
濡
れ
た
身
体
は
ど

ん
ど
ん
冷
え
て
い
く
」
彼
女
が

そ
の
状
況
の
中
で
と
っ
た
行
動

は
、
一
晩
中
、
天
袋
の
中
で
歌

を
歌
う
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う

の
で
す
。
童
謡
か
ら
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
ま
で
、
う
ろ
覚
え
の
も
の
で

も
何
で
も
良
い
か
ら
、
と
に
か

く
知
っ
て
い
る
歌
を
歌
い
続
け

る
。
彼
女
ら
は
、
流
さ
れ
る
こ

と
も
凍
死
す
る
こ
と
も
な
く
生

還
出
来
た
の
で
し
た
。
メ
チ
ャ

ク
チ
ャ
な
歌
で
皆
で
大
笑
い
も

し
た
ん
で
す
っ
て
。
で
す
か
ら

歌
は
沢
山
知
っ
て
お
い
た
方
が

良
い
、
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
し

た
。
例
え
ば
上
松
川
診
療
所
で

開
か
れ
る
「
う
た
ご
え
喫
茶
」

（
コ
ロ
ナ
禍
で
休
会
中
）
の
歌

本
の
ほ
と
ん
ど
が
歌
え
れ
ば
安

心
で
す
ね
。
飯
塚
の
生
業
で
あ

る
織
機
も
糸
も
流
さ
れ
る
、
趣

味
の
ギ
タ
ー
も
重
い
ピ
ア
ノ
も

流
さ
れ
る
、
残
っ
て
い
る
の
は

自
分
の
身
ひ
と
つ
だ
け
、
と
思

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

う
、
歌
は
身
体
さ
え
あ
れ
ば
誰

に
で
も
与
え
ら
れ
て
い
る
救
命

装
置
な
の
で
す
よ
ね
。
音
痴
な

ん
て
ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
で
す
。
皆
さ

ん
、
今
の
う
ち
に
出
来
る
だ
け

沢
山
の
歌
を
思
い
出
し
た
り
、

仕
込
ん
だ
り
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
き
っ
と
、
生
き
残
れ
る
と

思
い
ま
す
か
ら
ね
。
で
は
、
又
。

〜
夢
は
見
る
も
の　

語
る
も
の
〜

飯　

塚　

啓　

子
30

班 会 あ れ こ れ ②

「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
、
死
ぬ
か
？
」

医

　師
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　司
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組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
ど
の

よ
う
な
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？
遅
れ
ま
し
た
が
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
の
が
一
月
九
日
、
一
昨
日
、

首
都
圏
に
二
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
出
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
覚
え
て
い
ま
す
か
、
政
府
の

「
専
門
家
会
議
」
が
「
こ
の
一

―
二
週
間
が
瀬
戸
際
」
と
言
っ

た
の
が
一
年
前
の
昨
年
二
月
、

そ
の
頃
の
感
染
者
数
は
全
国
で

一
日
に
十
人
程
度
で
し
た
。
そ

れ
が
今
は
七
千
人
を
超
え
て
、

一
万
人
突
破
も
時
間
の
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
瀬
戸
際
」
と

言
っ
て
い
た
の
が
夢
の
よ
う
な

話
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
確
実

に
言
え
る
こ
と
は
『
新
型
コ
ロ

ナ
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
』

だ
と
思
い
ま
す
。
全
世
界
の
感

染
者
数
は
間
も
な
く
一
億
人
、

死
者
数
は
二
百
万
人
を
超
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
、
し
か
も
こ
の
冬
は
寒

さ
が
厳
し
く
、
さ
ら
に
首
相
や

政
府
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な

く
、
本
当
に
気
分
が
滅
入
っ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。
で
も
こ
ん
な

時
こ
そ
、
繰
り
返
し
に
は
な
り

ま
す
が
私
が
提
案
す
る
生
き
方

の
基
本
、「
丁
寧
に
生
き
よ
う
と

す
る
こ
と
」、「
自
分
ら
し
く
生

き
よ
う
と
す
る
こ
と
」、「
自
分

の
生
も
他
人
の
生
も
大
切
に
す

る
こ
と
」、「
生
き
て
い
る
こ
と
、

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に　

感

謝
す
る
こ
と
」
が
非
常
に
大
切

で
す
。
決
し
て
投
げ
や
り
に
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て
い
る
の
は

私
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
世
界
の
人
が
悩
み
、
苦
し
み

な
が
ら
こ
の
危
機
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
人
類
の
歴
史
的
な

転
換
期
を
我
々
は
経
験
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
危

機
に
は
必
ず
終
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
当
初
よ
り
終
息
に
は
二
年

は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
と
一
年
、
お
互
い
を
い

た
わ
り
合
い
な
が
ら
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

私
か
ら
組
合
員
の
み
な
さ
ん

に
具
体
的
な
お
願
い
は
以
下
の

三
つ
で
す
。

①　

混
雑
し
て
い
る
飲
食
店
に

は
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

②　

天
気
の
良
い
日
は
外
に
出

て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

③　

コ
ロ
ナ
関
係
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
は
見
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

きらり★ウォーカー
ふくしま探検隊

֜　　౻　ࡈ

第ý
ú回

ʮ川俣町歴史探訪②ʯ

▲銘品館シルクピア

12／２ 佐 倉 支 部 班 今年の振り返り

12／２ 信 夫 ひまわり班 楽しくウォーキング

12／３ 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンス

12／３ 森 合 カラオケ班 カラオケ

12／４ 清 明 もぐチャン班 人生会議

12／５ 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

12／５ 吾 妻 東 どんぐり班 お口の体操

12／５ 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

12／５ 蓬 萊 パソコン班 パソコンを学ぶ

12／６ 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう

12／８ 信 夫 カトレア班 ゆっくりと身体を動かしましょう

12／９ 瀬上第３・瀬上第４Ｂ 体操広場班 体操

12／10 森 合 カラオケ班 カラオケ

12／10 吉 井 田 体操広場班 セラバンド体操　他

12／10 せのうえ第１ 体操広場班 体操

12／11 川 南 西 ふきのとう班 人生会議

12／11 上松川診療所 秋 桜 班 骨密度測定・ボールを使った体操

12／12 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

12／12 杉 妻 支部ラジオ体操班 ラジオ体操・ウォーキング

12／12 蓬 萊 パソコン２号店班 コロナ予防・パソコンの掃除と管理

12／14 笹 谷 よりあい体操班 体操

12／14 上松川診療所 八 重 桜 班 脳トレ

12／16 吾 妻 東 茶 話 会 班 クリスマス会

12／17 三 河 台 西 スッキリ班 仲間の筋力アップ　他

12／17 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう

12／17 せのうえ第２ Ｐ Ｐ Ｋ 班 認知症予防

12／18 吾 妻 西 うさぎとかめ班 糖分のお話

12／18 蓬 萊 きらきら班 パン作り

12／19 森 合 体操広場班 セラバンド体操　他

12／19 蓬 萊 パソコン班 パソコンを学ぶ

12／20 信 夫 す み れ 班 どんな１年でしたか？
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ご一緒に俳句・川柳を楽しんでみませんか。作品募集中！どしどしご応募ください。

〈応募・連絡先〉　福島市野田町１−15−12　地域保健部　☎526−1515

きらり俳句・川柳コーナーきらり俳句・川柳コーナー
〈
俳
句
〉

・
朝
寒
や
ま
ず
爪つ
ま

先さ
き

の
目め

ざ

め覚
い
て

・
凍
い
て
ち
ょ
う
蝶
の
折
の
如
し
翅は
ね

を
閉と

じ

�

瑞
枝

・
雪
や
ん
で
南
天
の
実
や
際
立
ち
て

・
黒
松
に
真
綿
の
よ
う
な
雪
ぼ
う
し

�

き
ん
も
く
せ
い

〈
川
柳
〉

・
コ
ロ
ナ
禍
の
ネ
し
め
す

を
金か
ね

に
食
べ
ち
ま
え

�

呑
苫
飲
度

とやのクリニック　☎024-544-1122

日　程

ところ
本෦݈߁のՈ２֊
ʢ໺ాொ̍ஸ໨1üȂ1ùʣ

˞日ఔ͸ௐ੔கします。

ઐ໳の先ੜをおݺͼして、ඃ͹͘にؔする
。していますࢪ૬ஊを࣮߁݈

ຖ日のੜ׆にෆ҆を๊えているํ、
ͥͻ、おਃࠐΈͩ͘͞い。

ৼ௡͔ͭΈ�ઌੜ

ฌݝݿ西ٶ市ॅࡏ
ฌݿҩՊେ学Ҩ఻学ࣨڭඇৗࢣߨۈ（放ࣹ榑ج榴ҩ学）

料　金 ແྉ

申込先 ὸ���ʵ����

被ばく健康相談の
お知らせ

　子どもが嬉しそうに食べている姿を見ると幸せな気持ちになりますよね☆し

かし、おやつを欲しがる分だけ食べさせていいわけではありません。食べさせ

方によっては虫歯や肥満、食事を摂らなくなることにつながってしまいます。

【子どもにおやつが必要な理由】

・栄養補給のため

・食育のため（一緒に作ることで食に関心がわ

き自分で作ろうというやる気につながります）

・子どものリフレッシュ時間のため

【子どもにおやつを与えるときのポイント】

・おやつの量に気をつける

・時間を決めてだらだら食いをしない

・飲み物と一緒に食べる（甘いジュースを飲む

なら、おやつは甘いもの以外にしましょう）

小・中・高生男子で41.8％、小・中・高生女子で32.3％

18～84歳男性で34.4％、18～84歳女性で27.7％

『おやつ』ってなぁに??

毎日甘いものを飲む習慣がある人は??

（※とやのクリニックだより）

第6回とやのん　キッズニュース

家計調査結果（Ｈ29～Ｒ１平均）より、福島市は、菓子類購入の全国ランキング第２位でした。
その購入額は￥95,732／年にもなるそうです。

　に͡のまち家଒会は、հऀޢのみなさんが集まり、೔ʑのもやも

やや೰み、հޢのେมさ、تͼなどを、自༝に話し、話すことで心

がܰくなったり、リフレッシュすることができる場所ʜとして׆動

しています。

　ྫ年であれば、೔ؼりཱྀߦなど楽しいاըもߦってきましたが、

今年度はコロナ感染症のྲྀߦにより、಺༰のॖ小・ෆ定ظでの։催

となってしまいました。こんな時だからこそ、օさんと力を合わせ、

҆心して元気に過ごせるよう、楽しく׆動していきたいとࢥいます。

ù÷ù÷೥౓の׆ಈใࠂ
今年度は、ʮ知って҆心ʯをキーワードに、学習会を４ճܭըしました。

　１ɽʮ知って҆心、福ࢱ༻۩とհޢ༻品のあれこれʯ

　２ɽʮ知って҆心、ࠔった時の上手なαービスの使い方ʯ（２ճシリーζ）

　３ɽ　ᶃࡏ୐αービスฤ　　ᶄࢪ楲αービスฤ˰コロナのため中ࢭ

　４ɽʮ知って҆心、ޡᅞ性ഏԌについてʯ（2021年２݄27೔　։催予定）

਺݄ɹୈ̐౔༵೔ۮ

ú÷෼࣌øø～࣌÷લøޕɿؒ࣌

৔ॴɿな͝Έ޻๪

ɹɹɹ（に͡の·ͪ๺ଆ）

お໰い߹Θせは ࿝人อ݈ࢪઃに͡のまͪ　☎024-55�-�501

話して
！

介護の
悩み、

もやも
やした

思い…

教えて
！

介護保
険のこ

と、

認知症
のこと

こんな
時、

どうす
ればい

いの？

介護経
験者の

話を

聞いて
みたい

！

Ճඅɹແྉࢀ
Ͳなたでも、ࢀՃで͖·すʂ
๬のํは、͝࿈བྷ͍ͩ͘͞رՃࢀ

楽しみ
にして

いた

バス旅
行・新年

会…

コロナ
のため

中止

残念…

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
生
活
を
大
き
く
変
え
た

二
〇
二
〇
年
。
生
協
強
化
月
間
は
九
月
か
ら
翌
二
月

ま
で
の
六
ヵ
月
間
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
と
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
会
食
の
制
限
や
外
出

自
粛
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
運
動
の
機
会

を
大
き
く
減
ら
し
、
特
に
高
齢
者
の
『
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）』
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
状
況
の
生
協

強
化
月
間
は
「
小
さ
な
集
ま
り
」
で
つ
な
が
り
を
維

持
、
広
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
増
資
」
で
活
動
の
基

礎
と
な
る
生
協
を
守
ろ
う
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

と
外
に
出
か
け
る
？
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
活
動
へ
と

広
が
っ
た
こ
と
。
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
が
注
意
し
合
う
き
っ
か
け
に

な
り
、
感
染
予
防
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
た
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

飲
食
店
を
は
じ
め
大
多
数
の

事
業
所
が
影
響
を
受
け
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
禍
。
医
療
、

介
護
の
現
場
で
も
毎
日

が
感
染
症
と
の
闘
い
、

ま
さ
に
息
を
つ
く
間
も

な
い
緊
張
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、「
毎
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
多
忙
を

極
め
て
い
る
医
療
と
介

護
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
、
本
当
に
大
変
お
疲

れ
様
で
す
。
変
わ
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
な
い

私
は
、
心
ば
か
り
の
増

資
で
協
力
さ
せ
て
い
た

　

「
外
出
も
運
動
も
し
た
い
け

れ
ど
、
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
」
と

本
来
必
要
な
活
動
も
制
限
さ
れ

る
方
も
見
ら
れ
た
た
め
、
気
心

の
知
れ
た
少
人
数
な
ら
感
染
対

策
も
出
来
る
と
「
小
さ
な
集
ま

り
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
少
人

数
と
い
う
こ
と
で
、「
ど
ん
な

集
ま
り
に
し
よ
う
？
」「
ち
ょ
っ

だ
き
ま
す
。
身
体
に
気

を
付
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
一
日
も
早
く

終
息
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」「
コ
ロ
ナ

の
時
に
お
仕
事
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
医
療
関
係
者
の
方
々
の
ご

苦
労
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
な
ど
心
温
ま

る
声
と
と
も
に
、
応
援
の
気
持

ち
を
、
増
資
と
い
う
形
で
協
力

さ
れ
る
方
も
増
え
ま
し
た
。

　

新
規
組
合
員
の
増
加
は
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

共
に
乗
り
越
え
よ
う
と
、
増
資

協
力
が
増
え
て
い
ま
す
。
生
協

強
化
月
間
は
あ
と
一
カ
月
弱
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
「
き
ら
り
健

康
生
協
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

美味しくてワクワクするおやつは、子どもに欠かせないものです。

量や栄養、種類を考えて楽しいおやつ時間を過ごしましょう。

▲メロン・四季桜班　ウォーキングの様子

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
く

生
協
と
組
合
員
の
絆

〜
生
協
強
化
月
間
あ
と
少
し
〜
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